
第１回医療ツーリズム検討会（仮称） 

第１回医療ツーリズム検討ワーキンググループ（仮称） 

次 第 

 

            日 時  平成 31 年１月 31 日（木）19 時～21 時 

            場 所  神奈川県総合医療会館 １階ＡＢ会議室 

 

１ 開会 

 

２ 検討会会長・ワーキンググループ座長の選出 

 

３ 検討会・ワーキンググループの名称について 

 

４ 議題 

 (１) 検討会・ワーキンググループに係る役割分担と当面の検討事項について 

 (２) 検討会・ワーキンググループの今後の開催計画について 

(３) 神奈川県における医療ツーリズム受入の実態把握について 

(４) 医療ツーリズムの医療機関での受け入れに係る課題の整理について 

(５) 今後のルール作り等に向けた留意事項について 

 (６) その他 

 

５ 閉会 

 

≪配布資料≫ 

 資料１ 検討会・ワーキンググループの名称について（案） 

 資料２ 検討会・ワーキンググループの役割分担と当面の検討課題について 

 資料３ 検討会・ワーキンググループの今後の開催計画について（案） 

 資料４ 県内における医療ツーリズム受入の実態把握について（案） 

 資料５ 医療ツーリズムの医療機関での受け入れに係る課題の整理について 

 参考資料１ 医療ツーリズムホスピタル（仮称）開院について（案） 

 参考資料２ 医療法人社団葵会ＡＯＩ国際病院の概要 

 参考資料３ 関係法令抜粋 

 参考資料４ 訪日外国人に対する医療に係る医療機関調査（厚生労働省） 

 参考資料５ 自由診療による医療ツーリズム専門病院について（意見） 

（窪倉委員提出資料） 



 

「第１回医療ツーリズム検討会（仮称）」 

「第１回医療ツーリズム検討ワーキンググループ（仮称）」 

出席表 
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（裏面に続く） 

  

（敬称略・五十音順） 



 

 

○医療ツーリズム検討ワーキンググループ（仮称） 
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検討会・ワーキンググループの名称について（案） 

 

 

 各会議体（検討会・ワーキンググループ）の名称について、地域の医療体制と

医療ツーリズム受入の調和について、その課題や対応を検討するという設置目

的をよりわかりやすく表現するため、それぞれ次の名称としたい。 

 

【現時点（開催通知等）における仮称】 

 神奈川県保健医療計画推進会議  

「医療ツーリズム検討会（仮称）」 

 

 川崎地域地域医療構想調整会議 

  「医療ツーリズム検討ワーキンググループ（仮称）」 

 

 

 

 

【会議体の名称案】 

 神奈川県保健医療計画推進会議  

「医療ツーリズムと地域医療との調和に関する検討会」 

 

 川崎地域地域医療構想調整会議 

  「医療ツーリズムと地域医療との調和に関するワーキンググループ」 

 

資料 １ 



 

検討会・ワーキンググループの役割分担と当面の検討事項について 

 

１ 検討会 ≪神奈川県保健医療計画推進会議≫ 

(1) 役割 

  ○ 神奈川県内の医療機関等における医療ツーリズムの受入について、地

域医療との調和の観点から、現状の把握、課題の整理、円滑な受入に向け

たルールづくり等の検討を行う。 

 

  (2) 主な検討事項 

  ア 本県における医療ツーリズムの現状把握 

  イ 医療ツーリズムが地域医療に与える影響及び課題の整理 

  ウ 上記課題への対応及び地域医療との調和に向けた仕組み等の検討 

  エ 医療ツーリズムに係る既存病床数、基準病床数の取扱いに関する仕組み

等の検討 

  オ その他 

 

 

２ ワーキンググループ ≪川崎地域地域医療構想調整会議≫ 

(1) 役割 

  ○ 川崎地域の医療ツーリズム受入に係る個別事案への対応について、地

域医療との調和を図る観点から検討する。 

 

  (2) 主な検討事項 

  ア 川崎地域において当該個別事案が地域医療に与える影響及び課題の整理 

  イ 上記課題への対応及び地域医療との調和に向けた対応方策の検討 

  ウ 川崎地域における（当該個別事案に係る）既存病床数、基準病床数の取扱

いに関する仕組み等の検討 

  エ その他 

 

 

 

資料 ２ 



１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

神奈川県保健医療計画推進会議
医療ツーリズム検討会（仮称）

県全体の医療ツーリ
ズムに係るルールの
策定、国への意見書
内容精査等

川崎地域地域医療構想調整会議
医療ツーリズム検討WG（仮称）

川崎地域における個
別案件の検討

病院開設中止の勧告
の答申

川崎地域における個
別案件の検討

神奈川県医療審議会

川崎市地域医療審議会

検討項目等
平成30年度

検討会・ワーキンググループの今後の開催計画について（案）

平成31年度
会議体

資料３

神奈川県保健医療計画推進会議

川崎地域地域医療構想調整会議
☆(2/14)

☆(1/31)
第２回

第２回 第３回

第４回

中間報告

H31第1回

第４回

最終報告

第１回

第１回
第３回

中間報告

☆(1/31)

☆(3/7)
第3回

☆(3/14) H31第2回

H31年度第１回 H31年度第２回 H31年度第３回

H31年度第１回 H31年度第３回H31年度第２回

調整中



 

県内における医療ツーリズム受入の実態把握について（案） 

 

○ 今後の検討会及びワーキンググループの議論の参考とするため、県内の医

療機関等における医療ツーリズム受入の実態を把握するためのアンケート調

査を行う。 

 

１ 調査の実施主体 

 ○神奈川県（健康医療局保健医療部医療課） 

 

２ 調査時期 

 ○平成 31 年２月上旬～平成 31 年３月上旬 

 

３ 調査対象 

 ○県内に所在する全病院（340 施設） 

 

４ 調査対象年 

 ○平成 30 年１月～12 月 

 

５ 調査項目（案） 

（１）当該病院の年間延患者数（総数・内訳数（外来・入院別）） 

（２）当該病院の外国人患者の年間受入数（総数・内訳数（外来・入院別）） 

  ア 在勤・在住外国人患者の年間延受入数 

  イ 観光目的来日外国人の受入数 

  ウ 医療目的来日外国人の受入数 

（３）医療目的来日外国人の診療の目的別人数（外来・入院別、治療・検診別） 

（４）医療目的来日外国人の主な国籍・地域（外来・入院別、治療・検診別） 

（５）医療目的来日外国人の一人当たり診療単価（外来・入院別、治療・検診別） 

 

６ 備考 

 ○ 詳細は、今後、関係団体と調整する。 

 ○ 本調査の結果は、第２回検討会（平成 31 年３月下旬～５月頃開催予定）

にて報告予定 

資料 ４ 



 

 

医療ツーリズムの医療機関での受け入れに係る課題の整理について 

 

 

１ 地域医療に与える影響 

 ○ 医師、看護師等の医療人材が割かれる可能性 

  ・ 医療人材における地域医療との調和のための仕組みづくりなど 

 

 ○ 外国人患者の容態急変に伴う周辺救急医療機関への圧迫 

  ・ 容態急変時の周辺医療機関への影響を抑える仕組みの構築など 

 

 ○ 上記に伴う受入救急医療機関における未収金発生の可能性 

  ・ 未収金発生時の医療ツーリズム受入医療法人による負担の仕組みの構

築など 

 

 

２ 既存病床数・基準病床数に与える影響 

 ○ 外国人専用病床の既存病床への計上 

  （医療法上、外国人専用病床の既存病床への計上を除外する規定はない。） 

 

 

３ その他の課題 

 ○ 自由診療による日本人の診療の可能性 

 

 ○ 各種ルールを遵守しているかを定期的に確認する仕組みの構築 

 

 ○ ルール逸脱時の対応 

資料 ５ 


